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　最近の理学療法士・作業療法
士国家試験では，骨折，脳卒中，
慢性閉塞性肺疾患（COPD），嚥
下造影検査等の画像を読み解く
問題が必ず出題されている．国
家試験で初めて症例の X線画
像を用いた問題が出題されたの
は第40回で，理学療法士国家試
験では骨折，作業療法士国家試
験では慢性関節リウマチの X
線画像が使用された．そして，
第 41 回国家試験からは脳卒中
のCT画像に関する設問もあっ
た．
　一方，近年の電子カルテの普
及によって，リハに関する日々
の記録も電子カルテが利用され
るようになった．したがって，
PT，OT，STは，症例の画像を
診る機会も増えている．そし
て，ケース会議やカンファレン
ス等で画像所見や画像の経時変
化を読み解き，症例のリハへつ
なげていく能力が求められるよ
うになった．
　このような時代背景の中，
PT，OT，STに向けた画像を読
み解くための解説書も多く出版
されている．これらの書籍は，
各疾患における画像の異常所見
や病巣部位の見分け方，異常所
見・病巣部位と解剖，および臨
床症状との関係について解説し
た内容のものが多い．そのた

め，国家試験の勉強だけではな
く，臨床業務で利用しているセ
ラピストも多いであろう．
　さて，本書の第 1章では単純
X線画像やCT，MRI 画像の撮
像原理，そして，異常所見を読
み解くために必要な知識と，画
像を診るときのポイントについ
て解説されている．また，PT，
OTも撮像可能な超音波画像の
撮像原理，撮像時の要点につい
ても記載されている．第 2章で
は本書の特徴として種々の疾患
について症例が提示されてお
り，その症例の病態，X線や
CT，MRI 画像の経時的な所見
とリハにおける予後予測，治療
経過について説明されている．
さらに，本書の優れた特徴は，
各疾患における急性期から回復
期，退院に至るまでの発症後期
間ごとの，PT，OTの治療経過
に沿って症例の課題点，リハ目
標，PT，OTプログラムが記載
されている点である．これは，
これまでに出版されている画像
所見の解説書と異なる内容であ
る．そして，特定の症例におけ
る治療経過について，医師，
PT，OTそれぞれの視点が具体
的に記載されていることも，本
書の特徴の一つである．ちなみ
に，本書に記載されている症例
の具体的な疾患は，運動器疾

患：「上腕骨近位端骨折」「変形
性膝関節症」「大腿骨頸部骨折」
「膝前十字靱帯損傷」「腰椎圧迫
骨折」「腰椎椎間板ヘルニア」，
神経系疾患：「脳出血」「脳梗塞」
「くも膜下出血」，内部疾患：「慢
性閉塞性肺疾患（COPD）」「肺
炎」「肺がん」「心不全」「心筋梗
塞」「腎不全」である．これら
は，PT，OTの国家試験および
セラピストが臨床現場で担当す
ることが多い身体機能損傷の疾
患をほぼ網羅している．
　2020 年度に改正される新し
い理学療法士作業療法士学校養
成施設指定規則では，専門基礎
分野の中で画像診断学を含み，
専門分野の理学・作業療法評価
学の中では，画像評価について
の履修が必須となる．そのた
め，本書は PT，OT養成校での
科目履修や臨床実習において，
たいへん役立つ書籍であると感
じた．また，養成校での学修場
面だけではなく，現役の PT，
OT，そして STにとっても，症
例の画像所見とリハプログラム
を結びつけるための参考書とし
て，非常に有用な書籍であると
思えるイチオシの一冊である．
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